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第２章 特色ある取り組み 
 平成１９年度において、八王子市として先進的な取り組みや、施策として重要な取り組みを特色ある取り

組みとして取り上げています。 
 
第１節  健全な水循環系の構築に向けて  ―地下水のかん養―  

都市化による雨水の不浸透面積の拡大に伴い河川流量の減少や湧水の枯渇、また、近年の地球

温暖化の影響と考えられる集中豪雨で都市型水害などが危惧されており、国や都においては「健

全な水循環の確保に向けた取り組み」が掲げられています。 

本市においても、２１世紀における持続可能な社会の発展のために、健全な水循環系を構築す

ることが重要な課題となっています。 

八王子市の水循環系 

 
 

１．雨水浸透施設などの設置に対する補助事業 

健全な水循環の回復と湧水の保全に向けて、 １

１７年１２月から、雨水浸透施設と雨水 

貯留槽の設置に補助を開始しました。 

また、この事業をはじめるに 

あたり、雨水浸透推奨マップを 

作成し、雨水浸透の効果が最も期 

待できる横川弁天池、叶谷町榎池、

中野上町湧水のかん養域を推進地区

として、湧水量の確認をしています。 

 

※雨水浸透推奨マップ：推進地区(1)は主に中野上町、(2)

は主に叶谷町、(3)は横川町の一部。○は湧水地点 
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２．地域と連携した湧水復活事業 
現在の横川弁天池の様子 

推進地区のひとつの湧水池とした横川弁天池に       
ついては、２０年度の公園整備にあたり、湧水量

を増やして池にきれいな水が循環し、地域のシン

ボルとなるよう、横川弁天池湧水のかん養区域周

辺を雨水浸透施設設置の「強化地区」と定め、１

９年１２月から補助を増額し、雨水浸透施設設置

の普及促進の取り組みをはじめました。 
 
雨水浸透施設設置の普及促進は市民と工事店の理解が必要であり、市民・工事店・行政のパート

ナーシップが重要となります。そこで、「強化地区」の市民の方にご協力をいただき、この取り組

みに際しては、「横川弁天池にふれあう集い」を開催するとともに、関係する町会や西部地区環境

市民会議などで構成する「横川弁天池湧水保全協議会」を設置しました。                      

横川弁天池に対する地域の人たちの関心が高く、１２月８日に行った「横川弁天池にふれあう集

い」には市民や工事店の方々など合わせ１００名以上の参加をいただきました。 

また、「横川弁天池湧水保全協議会」では、雨

水浸透施設の設置の促進について確認しました。 

 
「横川弁天池にふれあう集い」の様子と公園計画平面図          

３．水循環の回復 
 

１９年度、下水道整備１００％となり、

河川の水質は環境基準を超える河川がなくなりつつあります。しかし、都市化に伴う地形の改変や

地表面の被覆によって雨水の浸透に変化が生じ、「水は豊かです」とはいえない状況に変化してい

ます。 
源流を多く持つ上流域の自治体として、そして、安全・安心・潤いのあるまちづくりに向けて、

八王子市の水環境を水循環の視点から捉えた取り組みを進めていきます。 
※健全な水循環系とは 

健全な水循環系構築に関する関係省庁連絡会議では「流域を中心とした一連の水の流れの過程において、人間社会の 

営みと環境の保全に果たす水の機能が、適切なバランスの下にともに確保されている状態」と定義されています。 


